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天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は
、
平

成
２７
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
で
、
天
見
地
域
の
実
情
も
ふ
ま
え
な

が
ら
、
住
民
が
力
を
合
せ
、
様
々
な
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。 

５
月
の
定
例
総
会
で
は
、
①
参
画
団
体
へ

の
支
援
、
②
地
元
産
物
の
販
売
促
進
、
③
天

見
地
域
の
Ｐ
Ｒ
や
交
流
促
進
、
⑤
安
全
・
安

心
な
生
活
環
境
の
維
持
と
い
っ
た
方
針
が
提

案
、
承
認
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
、
市
か
ら
の
呼

び
か
け
を
受
け
て
、
天
見
地
域
の
総
合
計
画

を
策
定
す
べ
く
、
６
月
か
ら
３
回
に
渡
り
、

検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

                   

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
自
然
の
活
用
や

地
域
の
活
性
化
で
若
者
定
住
、
人
口
増
加
を

め
ざ
す
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
、「
十
年
後
に

向
け
て
本
気
で
動
き
出
す
」「
自
然
と
生
き
る

奥
河
内
・
天
見
」「
ち
か
い
ま
ち
天
見
（
奥
河

内
）」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
意
見
や
提
案
を
ま
と
め
、
１０
月

に
は
、「
豊
か
な
自
然
を
身
近
に
体
感
！
夢
と

活
力
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
天
見
」
と
い
う

将
来
像
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。 

 

詳
し
い
内
容
や
今
後
の
展
開
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
る
予
定
。
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
、
市
と
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
協
力
し
て
天
見
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。 

  

                  

。 

  

本
誌
の
創
刊
号
で
、
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
た
が
、
応
募
が
な
く
編
集
作
業
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
。 

参
画
す
る
清
水
・
上
岩
瀬
・
下
岩
瀬
・
上

天
見
・
下
天
見
・
流
谷
の
自
治
会
、
福
祉
や

青
少
年
な
ど
全
２９
団
体
の
広
報
担
当
者
か

ら
の
応
募
に
期
待
し
た
い
。 

人
の
話
を
聞
く
の
が
得
意
な
人
や
、
記
事

を
書
け
る
人
、
カ
メ
ラ
撮
影
が
で
き
る
人
な

ど
。
経
験
不
問
で
募
集
中
。
応
募
は
メ
ー
ル

で 
te

ru
m

ic
i0

8
2
2
@

g
m

a
il.c

o
m

 

ま
で
。 

市
の
第
５
次
総
合
計
画
の
一
環
で
、
天
見
の
地
域
づ
く
り
の

目
標
や
活
動
を
記
し
た
「
地
域
別
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。 
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岩
瀬
地
区
は
、
高
野
街
道
に
面
し
、
中
世

に
は
、
観
心
寺
の
所
領
「
観
心
寺
七
郷
」
の

一
つ
で
し
た
。
七
郷
は
、
現
在
の
鬼
住
・
鳩

原
・
太
井
・
小
深
・
石
見
川
・
上
岩
瀬
・
下

岩
瀬
が
当
た
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

医
王
山
薬
師
寺
は
、
千
早
口
駅
か
ら
北
へ

約
３
０
０
ｍ
、
下
岩
瀬
の
丘
陵
の
中
腹
に
あ

る
融
通
念
仏
宗
の
お
寺
で
す
が
、
創
建
さ
れ

た
時
代
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
薬

師
寺
と
い
う
名
前
は
、
江
戸
時
代
の
寺
請
制

度
の
も
と
で
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

寺
の
本
堂
に
「
薬
師
堂
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
観
心
寺
文
書
に
あ
る
「
薬
師

堂
」
に
結
び
付
け
る
説
が
あ
り
ま
す
。 

 

天
文
４
（
１
５
３
５
）
年
、
観
心
寺
の
堂

宇
の
ひ
と
つ
で
あ
る
薬
師
堂
が
再
建
さ
れ
た

際
の
落
慶
供
養
で
導
師
が
読
み
上
げ
る
文
案

に
、
薬
師
堂
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
史
料
で
は
、
場
所
を
記
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
法
要
が
檀
主
の
母
親
の
二
十
五
回
忌

と
い
う
個
人
的
な
理
由
を
名
目
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
山
の
規
制
を
受
け
な
い
遠
隔

地
の
堂
舎
だ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。 

 

ま
た
、
室
町
時
代
の
観
心
寺
境
内
図
な
ど

に
薬
師
堂
の
文
字
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
境

内
で
は
な
く
、
伽
藍
本
体
か
ら
遠
く
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
、
下
岩
瀬
の

薬
師
寺
が
、
中
世
の
薬
師
堂
に
起
源
を
も
つ

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
明
応
年
間
（
１
４
９
２
～
１
５
０ 

           

１
年
）
の
戦
乱
の
際
に
壊
さ
れ
た
と
い
う
記

述
も
あ
り
、
戦
乱
の
た
び
に
本
尊
を
避
難
さ

せ
て
き
た
こ
と
も
偲
ば
れ
ま
す
。 

 
そ
の
後
、
南
海
高
野
線
の
複
線
工
事
の
際

の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
の
遺
跡
が
発

見
さ
れ
、
さ
ら
に
千
早
口
駅
東
の
傾
斜
地
の

発
掘
調
査
で
瓦
や
仏
具
類
が
出
土
し
ま
し
た
。 

 

出
土
品
に
は
、
火
災
を
受
け
た
痕
跡
も
認

め
ら
れ
、
戦
乱
に
よ
り
寺
院
が
失
わ
れ
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。 

 

現
在
、
薬
師
寺
に
は
、
本
尊
の
薬
師
如
来

立
像
と
脇
侍
で
あ
る
不
動
明
王
立
像
、
毘
沙

門
天
立
像
、
眷
属
で
あ
る
十
二
神
将
立
像
の

ほ
か
に
、
客
仏
と
考
え
ら
れ
る
釈
迦
如
来
立

像
、
大
日
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

元
々
あ
っ
た
本
尊
と
十
二
神
将
立
像
に
加

え
、
周
辺
の
堂
宇
な
ど
が
戦
火
で
廃
さ
れ
た

と
き
、
そ
の
仏
像
が
薬
師
堂
に
移
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
薬
師
堂
は
通
常
、
非
公
開
。
地
元

住
民
に
よ
り
、
毎
年
８
月
８
日
の
夕
方
に
法

要
で
開
帳
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

流
谷
十
三
仏
は
、 

流
谷
集
会
所
付
近
の 

道
路
脇
に
３
つ
に
割 

れ
た
状
態
で
長
ら
く 

放
置
さ
れ
て
い
ま
し 

た
が
、
平
成
６
年
に 

修
復
さ
れ
、
現
在
、 

集
会
所
前
の
小
堂
に 

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

像
は
、
花
崗
岩
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
高

さ
約
７
ｃ
ｍ
の
舟
形
の
板
碑
。
正
面
に
は
十

三
仏
が
浮
き
彫
り
に
彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

十
三
仏
と
は
、
仏
教
に
お
い
て
、
初
七
日

か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で
の
１
３
回
の
追
善
供

養
の
際
に
本
尊
と
す
る
１
３
体
の
仏
の
こ
と

で
、
順
に
死
者
を
供
養
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
信
仰
か
ら
、
生
前
に

自
ら
の
死
後
の
冥
福
を
祈
る
逆
修
供
養
の
際

に
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

像
の
側
面
に
は
、
承
応
２
（
１
６
５
３
）

年
１
０
月
１
５
日
と
、
信
者
２
０
名
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
風
化
や
損
傷
で
す
べ
て

の
判
読
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
仏
教
の
戒
名
に

混
じ
っ
て
、
テ
ウ
ロ
、
シ
タ
ニ
な
ど
キ
リ
ス

ト
教
の
洗
礼
名
ら
し
き
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
像
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
供
養
碑
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

キ
リ
ス
ト
教
は
、
天
文
１
８
（
１
５
４
９
）

年
に
長
崎
に
伝
来
し
、
織
田
信
長
の
時
代
に

保
護
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉

の
時
代
に
は
弾
圧
を
受
け
ま
し
た
。 

 

当
時
、
高
槻
城
の
城
主
で
あ
る
高
山
右
近

ら
が
キ
リ
ス
ト
教
だ
っ
た
ほ
か
、
河
内
長
野

市
で
も
喜
多
町
に
所
在
す
る
烏
帽
子
形
城
の

城
主
で
あ
っ
た
甲
斐
庄
正
治
が
キ
リ
ス
ト
教

の
信
者
で
し
た
。 

 

フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
同
城
に
は
、
約
２
０
０
人
の
信
者
が
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
、
本
像
は
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
が
迫
害
を
避
け
る
た
め
に
仏
教

徒
に
混
じ
っ
て
建
立
し
、
目
立
た
な
い
側
面

に
洗
礼
名
を
刻
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
当

市
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
史
を
考
え
る
上
で
と

て
も
興
味
深
い
資
料
で
す
。 

 


